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1. この文書について

1.1 機能

この取扱説明書は、セーフティスイッチの取り付け・据付・試運転・

安全操作・取り外しに必要な全ての情報を提供します。製品付近に完

全かつ読みやすい状態で保管してください。

1.2 対象：権限・資格のある人向け

この取扱説明書に記述された全ての操作は、使用者によって認められ

た専門技術者が行ってください。

この取扱説明書を熟読し、コンポーネントの据付及び運転の前に、労

働安全及び事故予防のための適用可能な全規定についてご確認くださ

い。

組立作業員は、コンポーネントの選定、取り付け、内蔵に対して、他

の技術仕様を遵守するのと同じように、慎重に整合規格を選択しなけ

ればなりません。

1.3 使用記号の説明

情報, 助言, 注釈：

この表示は役立つ追加情報を示します。

注意：取り扱いを誤った場合に、故障、機能不良が想定され

る内容を示しています。

警告：取り扱いを誤った場合に、傷害を負う可能性が想定さ

れる内容および物的損害の発生が想定される内容を示して

います。

1.4 適切な使用

本製品は、設備や機械の一部として安全関連機能を果たすために開発

されたものです。

本製品は、下記に挙げられたバージョンまたは製造者によって許可さ

れたアプリケーションに対してのみ使用されるべきものです。 アプリ

ケーションの範囲に関する詳細情報は、「製品内容」に記述されてい

ます。

1.5 安全上のご注意

使用者は、この取扱説明書内の注意書き、各国特有の据付規格、周知

の安全法規および事故予防方策を遵守しなければなりません。

更なる技術情報については、Schmersalカタログまたはイン

ターネット(www.schmersal.net)上のオンラインカタログを

ご参照ください。

仕様などの記載内容について予告なく変更することがあります。あら

かじめご了承下さい。

複数のセーフティコンポーネントを直列接続する場合、 

EN ISO 13849-1に従ったパフォーマンス・レベルがエラー検

知機能低下のため低くなります。セーフティコンポーネント

に結びついている制御の全体的なコンセプトは、 

EN ISO 13849-2に従って妥当性の確認を実施しなければなり

ません。

残留リスクは、取り付け・据付・操作・保全に関する説明書同様に安

全に関する注意の監視時に周知されています。
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1.6 誤使用に関する警告

本製品の不十分、不適切な使用および無効化の際は、人への

危険、機械、設備への損害を負う可能性があります。  

EN 1088の関連注意事項もご参照ください。

1.7 免責事項

誤った取り付けやこの取扱説明書を正しく理解していないために起こ

った損害、故障は、免責事項となります。また、製造者により許可

されていない代替・付属品による損害は、製造者の免責事項となりま

す。

独自の修理・改造・変更は、安全上の理由から許可されておらず、そ

の結果生じる損害に対して製造者は免責事項となります。

2. 製品内容

2.1 適用機種

本取扱説明書は以下の型式名を対象としています。

CSS-➀-34-➁-➂-➃-M-ST

番号 値 内容

➀
12

14

動作距離SN (mm)

ヘッドONタイプ

サイドONタイプ

➁
F0

F1

エッジ監視機能なしリレー・バックチェック

エッジ監視機能付

➂ S サイドＯＮ検出

V ヘッドＯＮ検出

➃ D 診断出力付

SD シリアル診断ケーブル付

同じ型式名シリーズの他の製品で提供されている付属部品で

あっても、改造は許可されておりません。改造された場合、

安全機能を保証することが出来ません。機械指令への適合

は、引渡し時の状況でのみ有効とされます。

2.2 特別仕様

2.1適用機種で挙げられていない特別仕様は一般仕様に準じます。

2.3 目的と用途

非接触式電子セーフティセンサは、安全回路を使用し、防護扉の位置

を監視します。 本製品はコード化された電子式アクチュエータCST34

、CST180と組み合わせて使用することにより、ヒンジ式扉またはスラ

イド式扉、リムーバブル（取り外し式）カバーの開閉監視を行いま

す。 (「セーフティセンサの動作距離」をご参照ください。)

（EN60947-5-3に基づく）セーフティセンサの動作距離：

アクチュエ
ータ

センサ CSS ..-34-S
（サイドONタイ
プ）

CSS ..-34-V
（ヘッドONタイ
プ）

CST 34-V-1 標準動作距離sn
安定動作距離sao
安定復帰距離sar

10 mm

8 mm

13 mm

12 mm

10 mm

15 mm

CST 34-S-1

CST 34-S-3

標準動作距離sn
安定動作距離sao
安定復帰距離sar

14 mm

12 mm

17 mm

15 mm

13 mm

18 mm

CST 34-S-2

(ずれ幅が大

きい場合）

標準動作距離sn
安定動作距離sao
安定復帰距離sar

14 mm

12 mm

17 mm

10 mm

8 mm

16 mm

CST 180-1

CST 180-2

標準動作距離sn
安定動作距離sao
安定復帰距離sar

10 mm

8 mm

13 mm

12 mm

10 mm

16 mm

記号説明

Sn 定格動作距離

安定動作距離Sao 安定動作距離

安定復帰距離Sar 安定復帰距離

センサは、セーフティリレーユニットのタスクを追加で負います。両

安全出力には、安全関連機能がセンサのバックチェック回路により確

認される2個の補助コンダクタ1)またはリレー1)を接続して下さい。

バックチェック回路には、補助コンダクタ1)またはリレー1)のNC接点

の直列接続があります。F0仕様では、追加で1個の安全出力ボタン（安

全機能無し）をバックチェック回路内で切断することが出来ます。ま

た、F1仕様では、立下り検出を監視する1個のリセットボタンが必要

となります。この機能は、EN ISO 13849-1に従った「手動リセット機

能」に適しています。

1)  IEC/EN 60947-5-1またはDIN EN 50205に従った強制開離接点付

使用者は、安全規格と要求安全水準に従って、保護装置の評

価と設計をしなければなりません。

安全出力の動作

安全出力は、セーフティリレーユニットへ直接配線ができます。 防護

扉を開くことでアクチュエータがセーフティセンサの動作領域から外

れ、本製品の安全出力が即座に遮断されます。 (「セーフティセンサ

の動作距離」をご参照ください。)

本製品の機能に直ちに影響を及ぼすことのないエラー（例：使用周囲

温度の超過、安全出力端子の異常の可能性、交差短絡）の場合、安全

出力は遅延してOFFになります。 エラーが修復されない場合、安全出

力は30分後にOFFになります。 診断出力が停止し, 尚且つ安全出力が

ON状態の場合は, 制御により製造工程を停止することができます。 エ

ラー修復後、本製品は防護扉の開閉によりリセットすることができま

す。 エラーがリセットされ安全出力はONになります。 シリアル診断

付装置においては、信号バイトの削除、セットにより異常リセットが

可能です。  ロック状態のリセットに関して、本製品は、エラー原因の

除去後、電源を一度離されなければなりません。

直列診断機能付セーフティスイッチ

本製品は本体の側面にある3色の表示灯により、動作状況やエラーを表

示します。 さらに、診断出力も動作状況を出力します。 これらの信

号は下流の制御にて使用する事が出来ます。 セーフティスイッチの診

断出力は、入出力チャンネルとともに、従来の出力、シリアル出力と

して代用することができます。 各センサのシリアル接続は、他の装置

と直列接続され、プロフィバス ゲートウェイに接続されます。

直列接続

本製品は、最大31セットまで直列接続することができます。 自己監視

セーフティセンサCSS34F0、CSS34F1シリーズはセーフティコントロー

ラを内蔵しております。そして、センサ接続において、最初のセンサ

としてのみ取付可能となります。

直列接続時は全長200mまで配線可能です。 直列接続した場合、ケーブ

ル長、ケーブル断面積、セーフティセンサの電圧降下などによる電圧

損失が発生するおそれがありますのでご注意ください。 ケーブルを長

くする場合は、できる限り断面積の大きい延長ケーブルを選定してく

ださい。

2.4 技術データ

規格：  IEC 60947-5-3; EN ISO 13849-1; IEC 61508

ケース材質： グラスファイバー強化熱可塑性樹脂

動作方式： 誘導式

（EN60947-5-3に基づく）セーフティセンサの動作距離： 「アクチュエ 

ータ・動作距離」表を参照。

直列接続： 最大31セット、最初のセンサ・リレー取付として

のCSS 34F

ケーブル長： 最大200 m

応差（ヒステリシス）: 最大1.5 mm

繰り返し精度(R)： < 0.5 mm

応答周波数 f: 3 Hz

コネクタ： M12, 8芯コネクタ（本体に装備）

ケーブル配線： Y-UL 2517 / 8 x AWG 22 / 8 x 0.35 mm², 2 m
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ケーブルの耐温度性:  

- 保存時： –30 °C … +105 °C

- 使用時： –10 °C … +105 °C

耐環境性: 

使用周囲温度Tu: 

- 出力電流が0.1 A以下時  –25 °C … +70 °C 

- 出力電流が0.25 A以下時 –25 °C … +65 °C 

保存周囲温度： –25 °C … +85 °C

耐振動： 10 … 55 Hz, 振幅1 mm

耐衝撃： 30 g / 11 ms

保護構造： IP65, IP67（EN 60529準拠）

電気的仕様： 

定格動作電圧Ue: 24 VDC -15% / +10% 

(安定PELV)

定格使用電流 Ie: 0.6 A

要求条件付き定格短絡電流: 100 A

耐熱性： 更に導入するケーブルのケーブル断面積に注意して下さい。

：- ケーブル付き製品： 使用周囲温度45 °Cまで: 4.0 A

使用周囲温度60 °Cまで：3.15 A 

使用周囲温度65 °Cまで：2.5 A 

使用周囲温度70 °Cまで：2.0 A 

- コネクタ付き製品: 2.0 A

定格絶縁電圧Ui: 32 VDC

定格インパルス耐電圧 Uimp: 800 V

消費電流Io: 0.1 A

応答時間： < 30 ms

リスク持続時間： < 60 ms

絶縁構造： II

過電圧カテゴリ： III

汚染度： 3

イミュニティ（電磁耐性）： EN 61000-6-2準拠

エミッション（電磁放射）： 周囲A

安全出力Y1/Y2:  ノーマルオープン、2チャンネル式、PNP出力タイ

プ、短絡保護機能装備

残留電圧: < 1 V

定格動作電圧Ue1: 最小Ue - 1 V

漏れ電流Ir: < 0.5 mA

定格動作電流Ie1: 最大0.25 A、周囲使用温度による。

最小動作電流Im: 0.5 mA

使用カテゴリ： DC-12, DC-13

定格動作電圧Ue1/定格動作電流Ie1: 24 VDC / 0.25 A

診断出力： PNP出力タイプ、短絡保護機能装備

残留電圧: < 5 V

定格動作電圧Ue2: 最小(定格動作電圧Ue – 5 V)

定格動作電流 Ie2: 最大0.05 A

使用カテゴリ： DC-12, DC-13

定格動作電圧Ue2/定格動作電流Ie2: 24 VDC / 0.05 A

シリアル診断ケーブルの容量： 最大50 nF

2.5 分類

規格: EN ISO 13849-1, IEC 61508, IEC 60947-5-3

PL: eまで

カテゴリ： 4まで

PFH値： 3.6 x 10-9 / h

SIL: 3まで

耐用年数: 20年

分類: PDF-M

3. 取り付け

3.1 通常の取り付け方法

取り付け位置と方向に制約はありません。 取り付けの際は、セーフ

ティセンサとアクチュエータの検出面が必ず向かい合わせになるよう

に取り付けてください。 セーフティセンサおよびアクチュエータの検

出面は、サイドONタイプの場合は銘板の貼り付け面、ヘッドONタイプ

の場合は先端部となります。  DIN EN 1088の要求事項を遵守してくだ

さい。

セーフティセンサおよびアクチュエータCST34-1またはCST34-S-2に

は、それぞれ取付具が付属されています。 取付具には回転式の固定用

穴（長穴）が装備されていますので、垂直方向または水平方向に調整

することができます。 取付具はM4ビスで取り付けてください。

セーフティセンサおよびアクチュエータは、3面のいずれかを取付具に

取り付けることができます。

安全に関する注意事項

セーフティセンサおよびアクチュエータは、防護扉のストッ

パには使用しないでください。 取り付けプレートは、固定

されなければなりません。 また、留め具は、無効化防止の

ため、一緒に梱包されている安全ピンにより開かれることに

対し保証されていなければなりません。 CST 180同様アクチ

ュエータCST-S-3は、設計上、ワンウェイネジまたは無効化

防止取り付けにより保証されています。 使用周囲温度 

≥  55  °Cの場合、セーフティセンサは、人による予見可能な

接触に対して保護されるように設計されなければなりませ

ん。リレー復帰機能のないCSS34との取り違いを排除するた

めには、電気接続に従って、動作テスト（5頁参照）を実施

して下さい。
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3.2 寸法

全ての寸法単位はmmです。

セーフティスイッチの寸法
27

97
,2

35

10
8,
2

M 12x1

アクチュエータの外形寸法図

2735

97
,2 10
1,7

取付具の外形寸法図

358
27

101,7

42,5

4,
5

50

R4,6

R2
,1

¤5

固定用穴 保全ピン用穴

3.3 調整

セーフティセンサおよびアクチュエータ間の距離は,「sao（安定動作

距離）」以下となるように設置してください。 セーフティセンサおよ

びアクチュエータ間の距離が不均一な状態 (例:防護扉の傾きなど) で

も動作させたい場合は, 設置距離を4mmにしてください。 但し, 動作

表示灯 (黄色) と診断出力では, 異なる動作距離を示します。

相互干渉および動作距離が短くなることを避けるため, セー

フティセンサを2台並列して設置するときの距離は: 100 mm

以上としてください。

サイドＯＮタイプの最大ズレ幅
Y

X

側面からの動作

長辺側のセンサとアクチュエータの最大ズレ幅(x)は36mmです。 (例：

扉のガタによる取り付けズレずれ幅) アクチュエータにCST34-S-2を使

用する場合は、最大53mmまで許容できます。軸方向の最大ズレ幅(y)は

±10mmです。

ヘッドＯＮタイプの最大ズレ幅

Z

前面からの動作

軸方向の最大ズレ幅(z)は±8mmです。

セーフティスイッチCSSとアクチュエータCSTの位置関係

CST 34-S-2

CSS ..-34-S

CST 34-S-3

CSS ..-34-S

CST 180-1/-2

CSS ..-34-S

CSS ..-34-V

CSS ..-34-V

CSS ..-34-V

CST 34-V-1

CST 34-S-2

CST 34-S-3

CST 180-1/-2

CSS ..-34-V

CST 34-S-1

CSS ..-34-S
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4. 電気配線

電気配線は通電されていない状態で、専門技術者が実施して

ください。

セーフティセンサに使用する電源は、過電圧に対する保護装置を装備

する必要があります。 異常時の電圧は、60Vを超えないようにしてく

ださい。 PELV電源を推奨します。

複数のセンサでセーフティチェーンを構成する場合、チェーンの最

初のコンポーネントは、型式CSS34Fのセンサ1個にすべきです。チェ

ーンの他のコンポーネント全ては、標準型式CSS34を選択して下さ

い。CSS34Fは、接続されているコンダクタまたはリレーの制御と複合

チェーンに対するオプションのボタンの制御をおこなっています。

4.1 接続するスイッチの要求事項

ノーマルオープンタイプのPNP半導体出力センサ用の2チャンネル安全

入力。 本製品の安全出力は、診断機能により最大500μsで周期的に

OFFとなります。 本製品の診断機能で機械が誤作動するおそれがあり

ますので、本製品に接続する入力応答時間に留意してください。 セ

ーフティコントローラ側で交差短絡検出機能は必要ありませんので、

機能を無効にしてください。 セーフティ・センサ全体の長さに関して

は、「直列接続」を参照ください。 ケーブル毎250mAの最大負荷電流

は、監視されなければなりません。 高い負荷電流を持つコンタクタは

中間制御リレーによって制御されます。

5. 立上げと保全  

5.1 動作テスト

本製品は, 安全機能に関してテストされなければなりません。ここで

は, 以下を確認して下さい。

1. センサおよびアクチュエータが確実に取り付けられていることを確

認してください。

2.導線の固定・破損がないこと。 

3.  システムに、異物、ホコリが無いこと。(特に鉄屑)

CSS 34Fの接続・取付に従った機能テスト

テストの開始前に、全ての保護装置は閉じられていなければなりませ

ん。 バックチェック回路は開かれて、またボタンは動作されなければ

なりません。2)

番
号

操作方法に関す
るテストの動き

CSS 34の反応（F0
仕様）

CSS 34の反応（F1
仕様）

1 使用電圧入力 黄色LEDは5 Hzで点

滅し、リレーは切断

されます。

黄色LEDは5 Hzで点

滅し、リレーは切断

されます。

2 バックチェック回路

「閉」：接続ボタン

作動3)

黄色LED点滅 + 両接

続リレー入力

1に対する変更なし

3 F1仕様のみ: ボタン

動作の取り消し

2に対する変更なし 黄色LED点滅 + 両接

続リレー入力

2)  ボタンを使用しない場合、バックチェック回路は、ケーブルの解除により開けれな
ければなりません。その際、電源を切断して下さい。

3)  ボタンを使用しない場合、バックチェック回路は、ケーブルの再接続により閉じら
れなければなりません。その際、電源を切断して下さい。

5.2 保全

セーフティスイッチは、通常の取り付け・使用時においては、保全が

不要です。

下記の通常保全を推奨します。

・ セーフティスイッチおよびアクチュエータが確実に取り付けられて

いることを確認してください。

• 鉄屑やホコリなどの異物を全て取り除いてください。

• ケーブルに損傷が無い事を確認してください。

破損、故障した際は交換してください。

6. 診断機能

6.1 診断表示灯の動作

本製品は本体の側面にある3色の表示灯により、動作状況やエラーを表

示します。

電源を投入すると電源表示灯（緑色）が点灯します。 供給電圧は取付

られています。黄色LEDは検出アクチュエータを信号化します。 アク

チュエータがセーフティセンサ動作距離の不安定領域にある場合は、

動作表示灯（黄色）が点滅します。

動作表示灯（黄色）の点滅は、セーフティセンサとアクチュエータ間

の距離の不均一な状態（例：防護扉の傾きなど）を早期に検出したい

場合に使用します。 距離が更に増え、安全出力を切断し、機械を停止

する前に、取付を再確認して下さい。5Hzの黄色LEDの点滅信号は、 セ

ンサ動作時に信号化しますが、バックチェック回路は開かれたままで

す。エラーが検出される場合、赤色LEDにより、点滅コードが表示・出

力されます。

診断表示灯点滅コード

LED表示（赤） 故障原因

1回点滅 Y1でのエラー出力

2回点滅 Y2でのエラー出力

3回点滅 Y1/Y2での交差短絡

4回点滅 使用周囲温度の超過

5回点滅 誤った・欠陥のあるアクチュエータ

赤点灯 内部故障

6.2 従来の診断出力の動作

短絡保護のある診断出力OUTは、表示用またはPLCなどの非安全関連制

御部品に使用可能です。 表に示すようにスイッチ状況が示されます。 

動作表示灯 (黄)のように, 診断出力もセンサ・アクチュエータ間の距

離の検出に使用することができます。  エラー発生により、診断出力が

遮断されます。  エラーが修復されない場合、安全出力は30分後にOFF

になります。 診断出力が停止し, 尚且つ安全出力がON状態の場合は, 

制御により製造工程を停止することができます。 逆信号組み合わせ・

診断出力を入力し、安全出力を切断する場合、ローカルアクノレッジ

の要求に対し、信号発生が使用されることが出来ます。
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表1: 従来の診断出力付セーフティスイッチCSS34Fの診断機能例

センサ機能 LED
緑 赤 黄

診断出力 安全出力 注意

I. 通電時 ON OFF OFF 0 V 0 V 電圧品質の評価無しに電圧は敷設されています。

II. 動作時 ON OFF ON 24 V 24 V 黄色のLEDは、アクチュエータが検出範囲内にある事を示しま

す。

III. 不安定領域での動作時 ON OFF 点滅 (1Hz) 24 Vサイ

クル

24 V アクチュエータが不安定領域外になると、セーフティセンサの

安全出力がOFFとなり、機械が停止します。機械を停止する前

にセーフティセンサの再調整を行ってください。

IV. 動作時、バックチェッ

ク回路「開」

ON OFF 点滅 (5Hz) 24 V 0 V バックチェック回路の信号待ちセンサ：

F0: バックチェック回路「閉」

F1: バックチェック回路での立下り検出

V. 不安定領域での操作

時、バックチェック回

路「開」

ON OFF 点滅  

交流 (1Hz / 

5Hz)

24サイ

クル

0 V LED表示はセンサ機能ⅢとⅣと組み合わせ

VI. エラー時 ON 点滅 ON 0 V 24 V エラーが解消されない場合は、30分後にこの状態になります。

VII. 故障 ON 点滅 ON 0 V 0 V -

6.3 直列診断機能付セーフティスイッチCSS 34F

直列診断ケーブル付セーフティセンサは、従来の診断出力の代わり

に、シリアル化された入力・出力ケーブルにより行われます。 CSSセ

ーフティスイッチが直列接続される場合は、これらの入力・出力ケー

ブルは直列接続により診断データを伝送します。

CFF34Fは、最大30セットまでCSS34を直列接続することができます。 

シリアル化された診断ケーブルのコントロールには、プロフィバス・

ゲートウェイSD-I-DP-V0-2またはユニバーサル・ゲートウェイSD-

I-U-...が取り付けられます。 これらのゲートウェイは、既存のフィ

ールドバス・システムのスレーブとして結びついています。

この方法では、診断信号はPLCで評価することが出来ます。 以下の操

作情報は、CSS34センサに対して、自動・継続的にPLCの入力バイトに

記入されています。：

Bit 0：安全出力ON

Bit 1: センサ動作、アクチュエータの検出

Bit 3: バックチェック回路「開」またはボタン非作動

Bit 4：両チャンネルの安全入力ON

Bit 5: 不安定領域でのセンサ動作時

Bit 6：エラー警告, 安全出力遅延遮断

Bit 7：エラー, 安全出力遮断

シリアル診断の取り付けに関する詳細は、フィールドバス・ゲートウ

ェイの取扱説明書およびインターネット（www.schmersal.net）内オン

ラインカタログを参照して下さい。

直列診断時のケーブル容量

最大200mの長さのセーフティセンサの接続ケーブルの容量は50nFを超

えないようにしてください。 より線の種類によりますが、普通のシ

ールドされていない長さ200mの制御ケーブルLIVY 0.5 mm²から1.5 mm²

は、約20から48nFの容量を持ちます。

表2：診断LED, シリアル状態信号, 安全出力の機能例

システム状況 LED 安全出力 直列診断バイトのビット番号

緑 赤  黄 Y1, Y2 7 6 5 4 3 2 1 0

通電、不動作時 ON OFF OFF 0 V 0 0 0 0 0 0 0 0

動作時、バックチェック回路「

開」/ 不作動

ON OFF 点滅 (5Hz) 0 V 0 0 0 1 1 0 1 0

動作、安全出力時 ON OFF ON 24 V 0 0 0 1 0 0 1 1

不安定領域での動作時 ON OFF 点滅 (1Hz) 24 V 0 0 1 1 0 0 1 1

エラー時 ON ON・点滅 ON 24 V 0 1 0 1 0 0 1 1

故障時 ON ON・点滅 ON 0 V 1 1 0 1 0 1 1 0

診断バイトのビット配列は例です。 様々な操作状況が異なって組み合わさった場合、バイト結果に変更が生じます。
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表3：I/Oデータと診断データ

通信方向： 要求バイト： PLCからローカルセーフティスイッチへ

返答バイト： ローカルセーフティスイッチからPLCへ

警告/エラーバイト： ローカルセーフティスイッチからPLCへ

バイト番号 要求バイト 返答バイト 診断エラー警告 診断エラー

バイト0： エラーリセット 安全出力動作 Y1でのエラー出力 Y1でのエラー出力

バイト1： --- アクチュエータ検出 Y2でのエラー出力 Y2でのエラー出力

バイト2： --- --- 交差短絡 交差短絡

バイト3： --- 起動機能欠如 / バックチェック回路「開」 温度超過 温度超過

バイト4： --- X1とX2の入力状態 --- アクチュエータのエラ

ー、コード化エラー

バイト5： --- アクチュエータが不安定領域内 内部エラー 内部エラー

バイト6: --- エラー警告 プロフィバス・ゲートウェイとセー

フティセンサ間の通信エラー 

---

バイト7： エラーリセット エラー(安全出力off) 電源電圧低 ---

これらの状態は、Bit=1の場合です。

7. 取り外し・廃棄

7.1 取り外し

本製品は、必ず電源を切った状態で取り外してください。

7.2 廃棄

本製品は、国家規格・法規に従って適切に専門的な措置により廃棄さ

れなければなりません。

8. 付録

8.1 接続例

アプリケーション例を提示します。適用の際は、セーフティセンサと

配線が各アプリケーションに対して適切かどうか確認する必要があり

ます。

負荷回路内コンポーネントは、交差短絡がK1とK2のNOの溶着

にならないようにサイズを測られなければなりません。

従来の診断出力付セーフティスイッチCSS 34F0の直列接続例

セーフティセンサCSS 34 F0は、補助コンダクタ1)またはリレー1)を直

接制御します。外部コンダクタまたはリレーの監視は、K1、K2のNC接

点から構成されているバックチェック回路により可能となります。他

のボタンは使用されないので、補助コンダクタ1)またはリレー1)は、

保護装置が閉じられた後に即時に入力します。

バックチェック回路は、安全出力ボタンに関して拡張されます。セ

ンサは、ボタンが作動すると即入力します。構造は、次のCSS 34F1の

接続例を使用して下さい。型式F0の内部リレーは、ボタンのエッジ監

視機能を有していません。EN ISO 13849-1に従った「手動リセット機

能」は、必要であれば、他のコンポーネントにより、現場での制御が

取り入れられなければなりません。

この場合、セーフティスイッチCSS 34F0は、個別コンポーネントとし

て接続されています。安全入力は、ここでは、24 VDCと接続されてい

ます。

接続例 1

24 V

0 V

WH

VT GY

RD
BK

0 V

BN
BU

CS
T 
34
-S
-1

CS
S 
14
-3
4F
0-
S-
D-
M-
L

K1

K2

K1 K2

K2K1

バックチェッ
ク回路

接続配置は表4を参照

負荷

フィールド

配電盤

従来の診断出力付セーフティスイッチCSS 34とCSS 34F1の直列接続例。セーフティスイッチは、補助コンダクタ1) またはリレー1)を直接制御しま

す。CSS 34F1仕様の内部リレーは、バックチェック接点に関して追加でリセットボタンの立下り検出を監視します。センサは、ボタンの解除によ

り入力します。背後で取り外し可能な保護装置における手動リセットに取り付けられることも出来ます。保全領域は、個々のリセットボタンが十

分であるようになっていなければなりません。
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接続例 2

24 V

0 V

WH

VT

WH

VTGY

RD
BK

0 V 0 V

BN
BU

BN
BU

GY

RD
BK

CS
T 
34
-S
-1

CS
S 
14
-3
4-
S-
D-
M-
L

CS
T 
34
-S
-1

CS
S 
14
-3
4F
1-
S-
D-
M-
L

K1

K2

K1 K2

K1 K2

J

バックチェック回路

リセットボタン

接続配置は表4を参照

負荷

フィールド

配電盤 直列接続で最大31セッ
トまで

n個直列

直列診断出力付セーフティスイッチCSS 34とCSS 34F1の直列接続例

セーフティスイッチCSS 34F1は、補助コンダクタ1)またはリレー1)を直接制御します。CSS 34F1仕様の内部リレーは、バックチェック接点に関し

て追加で、リセットボタンの立下り検出を監視します。センサは、ボタンの解除により入力されます。また、背後取り外し可能な保護装置に手動

リセット機能を取り付けることが出来ます。保全領域は、個々のリセットボタンが十分であるようにしておかなければなりません。

フィールドバス・ゲートウェイは、最初のセンサの直列診断入力に接続されます。

接続例 3

24 V

0 V

WH

VT

WH

VTPK

RD
BK

BN
BU

BN
BU

PK

RD
BK

GY GY

SD-i-DP

CS
T 
34
-S
-1

CS
S 
14
-3
4-
S-
SD
-M
-L

CS
T 
34
-S
-1

CS
S 
14
-3
4F
1-
S-
D-
M-
L

K1

K2

K1 K2

K1 K2

J

バックチェック回路

リセットボタン

接続配置は表4を参照

負荷

フィールドバス

フィールド

配電盤 直列接続で最大31セットまで

n個直列

従来の診断出力付セーフティスイッチCSS 34F0の直列接続例は、動作電流250mAで補助コンダクタ1)による制御に関して補助リレーで切断します。

補助コンダクタ1)を直接制御するのに、センサの安全出力ケーブルが十分でない場合、追加補助リレーが取り付けられます。最後に切断された補

助コンダクタ1)のNO接点は監視されます。

ボタン1個付のバックチェック回路オプション仕様については、前述の接続例を参照下さい。
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接続例 4

24 V

0 V

WH

VT GY

RD
BK

0 V

BN
BU

CS
T 
34
-S
-1

CS
S 
14
-3
4F
0-
S-
D-
M-
L

L1 L1 L2 L3

K1

K2

強制開離補助コンダクタ 負荷

負荷ON/OFF

フィー
ルド

配電盤

リレー

接続配置は表4を参照

表4：内蔵コネクターの配線

5

8

4

3

2 1

7

6
5

8

4

3

21

7

6
セーフティスイッチの機能 コネクター

のピン配置

ケーブルまた

はSchmersalコ

ネクタのリー

ド線色

汎用コネクターのリード線

従来の診断機能付 シリアル診断ケー

ブル付

EN 60947-5-2: 

2007準拠

DIN 47100

に準拠

A1 定格動作電圧Ue 1 BN BN WH

X1 安全入力 1 2 WH WH BN

A2 GND 3 BU BU GN

Y1 安全出力1 4 BK BK YE

OUT 診断出力 SD出力 5 GY GY GY

X2 安全入力 2 6 VT PK PK

Y2 安全出力2 7 RD VT BU

IN 機能無し SD入力 8 PK シールド RD

色コード説明

コー

ド

色 コー

ド

色 コー

ド

色 コー

ド

色

BK 黒 GN 緑 PK ピンク WH 白

BN 茶 GY 灰 RD 赤 YE 黄

BU 青 OR オレンジ VT 紫

コネクタ付接続ケーブル（メスソケット）

IP67、M12、8芯、 - 8 x 0.23 mm2

ケーブル長2.5 m 1209963

ケーブル長5 m 1209964

ケーブル長10 m 1209960

IP69K、 M12、 8芯 - 8 x 0.21 mm2

ケーブル長5 m 1210560

ケーブル長5 m, アングル 1210561
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CS
S 
34
F-
B-
JP

9. 適合宣言書

最新の適合宣言書は、インターネット 

（www.schmersal.net)でダウンロード可能。

9.1 EC適合宣言書

製品名： CSS 34F0 
CSS 34F1

製品内容： 非接触式電子セーフティセ
ンサ

関連EC指令: 2006/42/EC 機械指令
2004/108/EC EMC指令

技術文書の責任者： Ulrich Loss
Möddinghofe 30
42279 Wuppertal

2006/42/EC 機械指令附属Xに従った品質シ
ステムの認証機関：

TÜV Rheinland Industrie Service GmbH
Alboinstrasse 56 
12103 Berlin
認識番号：0035

K. A. Schmersal GmbH

Industrielle Sicherheitsschaltsysteme

Möddinghofe 30, D - 42279 Wuppertal

Postfach 24 02 63, D - 42232 Wuppertal 

Telefon +49 - (0)2 02 - 64 74 - 0 

Telefax +49 - (0)2 02 - 64 74 - 1 00

E-Mail:  info@schmersal.com

Internet: http://www.schmersal.com

発行場所・日付： Wuppertal‚ 2010年1月21日

法的署名
Heinz Schmersal
社長

EC適合宣言書

適合宣言書原文翻訳 K.A. Schmersal GmbH
Industrielle Sicherheitsschaltsysteme
Möddinghofe 30, 42279 Wuppertal
Germany
Internet: www.schmersal.com

ここに、次のセーフティコンポーネントが欧州機械指令の要求事項に適合していることを宣言す
る。
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